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ATMネットワークのマルチペンダ化が進展し、複数機種のスイッチにより構

築されたネットワーク(異機種混在ATMネットワーク)が増加している。このよう

な状況で、現在各ベンダのスイッチは独自の管理情報体系を定義しているために、ネ

ットワーク全体を統合的な管理ビューで捉えることが困難になっているOそこで本稿

では、異機種混在ATMネットワークを統合的な管理ビューで捉えるために、ルート

トレースサービスを題材に、論理網構成管理方式を検討するo具体的には、管理情報

を効率的に収集するために収集契機を考慮した管理情報収集方式を、管理情報を効率

的に管理するために標準MⅢをベースとしたMn整合方式を提案する。
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As the number of multi-vendor ATM networks is increasing, it becomes difficult to
manage the whole networks in an integrated view because each vendor defines an enterprise-
specific MIB (Management Information Base) respectively. To manage the whole networks in
an integrated view, this paper proposes a management method for logical network configuration,
focusing on a route trace service in multi-vendor ATMnetworks. This method enables us to
collect management information quickly and to deal with it effectively in such networks.



1.はじめに

近年、 ATMネットワークのマルチベンダ化が

進展している。このため、従来の同一機種ATM

ネットワーク用の管理システム(NMS: Network

ManagementSystem)では、異機種のATMスイッ

チが混在するネットワーク(異機種混在ATMネ

ットワーク)を統合的なビューで管理できないと

いう問題が生じているO

そこで本稿では、異機種混在ATMネットワー

クで、エンド・ツ・エンドのPVC(PermanentVirtual

Connecdon)のルートトレースを行う論理網構成

管理方式を述べる。

2.ルートトレース概要

2. 1　PVCルートトレース

PVCルートトレースサービスとは、あるエン

ド端末を起点とするPVCが、終点のエンド端末

までネットワーク内のATMスイッチ間でどのよ

うにクロスコネクトされ、ルート(経路)設定さ

れているかを調べるサービスである。

NMS上での具体的な管理操作は、まず既設の

pvc一覧からルートトレース開始点を指定し、

ルートトレース対象となる1つのコネクション

を選択する。次に、ルートトレース処理実行ボタ

ンを選択するOこの実行により、最終的にはNMS

画面上に、選択されたコネクションのルートが、

コネクションの通過するATMスイッチを順に並

べたリスト形式で表示される(図2.1)

ルートトレースの結果は、品質劣化コネクショ

ンに対する故障箇所の切り分け作業支援など、ネ

ットワーク管理者の故障管理業務に活用される。

2. 2　ル-トトレースに必要な管理情報

ATMルートトレースサービスを提供するには、

以下の3つの情報が必要である.

① 【コネクション構成情報】

ATMスイッチの各ポートのコネクション構成

情報(VPI,VCI,帯域帽)である。

② 【物理トポロジ情報】

各スイッチのポート間の物理的な接続関係を

表す情報である。

③ 【クロスコネクト情報】

各スイッチ内部におけるチャネル交換(クロス

コネクト)を表す情報である。

①の情報により、ルートトレース開始点を指定

するためのコネクションー寛畢表示する。また、

②、③の情報を順次つなぎ合わせることによりル

ートトレース処理が実行される。

wjN用Amスイッチでは、これらの情報を

OAM (Operation, Adninistration and Maintenance)

セルを用いて収集する方式が提案されている【11。

しかし、現在LAN用ATMスイッチでは、 OAM

セルによるルートトレース機能の実装が少ない。

そこで本稿では、管理情報ベース(M指:

Management Information Base)を活用して、ルー

トトレースに必要な情報を収集する方式を検討

する。



2. 3　ルートトレースの処理方式

図2.2を用いて、ルートトレース処理方式を示

す。

(1)まず、ルートトレース開始点が指定される。

(2) Aスイッチ東京のクロスコネクト情報を検

索し、スイッチ内部におけるチャネル交換先を調

べる。

(3) Aスイッチ東京ポートDの物理トポロジ情

報を検索し、物理的なケーブルの接続先を調べるC

(4) Bスイッチ東京のクロスコネクト情報を検

索し、スイッチ内部におけるチャネル交換先を調

べる。

(5)以下、同様に物理トポロジ情報とクロスコ

ネクト情報を交互に検索し、つなぎ合わせること

により、ルートトレースが実現できる。

3.異機種混在ATMネットワークにお

ける論理網構成管理の課題と要求条件

本章では、異機種混在Amネットワークにお

いて、 2章で述べたルートトレースを実現するた

めの課題と、要求条件を述べる。

3. 1  【要求条件1】迅速な管理情報の収集

ATMスイッチは、管理情報の収集方法により、

大きく2つのタイプに分類できる。一つは、ATM

スイッチ毎にMIBを実装し、 NMSが直接スイッ

チから管理情報を取得するタイプ(図3.1のタイ

プA)であり、もう一つは、MSが直接スイッ

チにアクセスするのではなく、一旦伸介装置

(MD: Mediation Device)を介して管理情報を収

集するタイプ(図3.1のタイプB)である。

通常、タイプ1はLAN系のスイッチに、タイ

プ2は管理システム群が階層化した構造をとる

大規模ネットワーク(WAN)のスイッチに多く

見られる。ここで問題となるのは、タイプ2の場

合、ルートトレースに必要な情報を取得するため

に時間がかかるということである。これは、 (哩

由1)タイプ2のスイッチが管理するコネクショ



ン数が多いためテーブルの検索に時間がかかる、

(理由2) MDとタイプ2スイッチ間の管理プロ

トコルが独自プロトコルを用いていることが多

く、処理が重いものである、という2つの理由に

よる。

そこで、上記のような2つのタイプの混在する

ネットワークの管理では、如何にして管理情報を

迅速に収集できるかが要求条件となる。

3. 2　【要求条件2】効率的なenterpriseM旧

管理

現在、管理情報のデータベースであるMBは、

Amスイッチの機種(ペンダ)毎に体系,構造,

管理操作方法が異なり、ベンダ独自のMⅢ

(enterpriseMIB)が定義されていることが多い。

このため、ルートトレース処理を実行するソフト

ウェアが、各enterprise MIBをそのままの形で扱

うのでは、拡張性がなく実用的でない。

したがって、異機種混在ATMネットワークで

のルートトレースを実現するためには、如何にし

て複数のenterprise MBを効率的に扱うことがで

きるかが要求条件となる。

4.異機種混在ATMネットワークにお

ける論理網構成管理方式

本章では、 3節で述べた異機種混在ATMネッ

トワーク管理の要求条件を満たす、論理網構成管

理方式を提案する。具体的には、迅速な管理情報

収集のた桝こ「収集契機を考慮した管理情報収集

方式」を4.1節で、効率的なenterpriseMEB管理の

ために「標準MmをベースとしたMⅢ整合方式」

を4.2節で提案する。

4. 1　収集契機を考慮した管理情幸馴文集方式

本節では、3.1節で述べたタイプ2のATMスイ

ッチでは、ル-トトレースに必要な情報を取得す

るのに時間がかかるという課題を解決するため

に、収集契機を考慮した管理情報収集方式を提案

する。

具体的には、管理情報の収集契機として、リア

ルタイム情報収集型と、データベース(DB:Dala

利用情報収集型があることをまず示す。次

に、スイッチのタイプ毎にどの収集契機を実装す

るかの組み合わせを考え、処理時間、データの僧

頼性、 DBの実装負荷、データの統一性という観

点で、どの組み合わせ(方式)が有効か定性評価

im&

4. 1. 1管理情報の収集契機による分類

管理情報を収集する契機により、情報の収集型

は以下の2つが考えられる。

a yアルタイム情報収集型

ルートトレースサービス要求時に、ルートトレ

ースに必要な管理情報(以下、 RTR情報)を直

接ATMスイッチ(もしくはMD)のSNMPエー

ジェントから収集する方式である。

(2) DB利用情報収集型

ルートトレースサービス要求時に、 RTR情報

をDBから収集する方式である。 RTR情掛ま、

ATMコネクションのサービスオーダ時に探索さ

れDB中に保持される。

上記2つの収集型の利点、欠点を表4.1にまと

5H"



4. 1. 2　収集契機を考慮した各収集方式の評

価

タイプA,BのATMスイッチに対してNMSが

管理情報を収集する契機として、ルートトレース

要求時に収集する型(リアルタイム情報収集型)

と最初のコネクション設定時にNMSのDBに蓄

積する塑(I冶利用情報収集型)の組合せにより3

方式を検討した。

各方式に対し、以下の4つの観点から評価した

結果を、表4.2に示す。

①ルートトレース要求から完了までの時間

オペレータがルートトレースを要求してから、

GUIに結果が表示されるまでの時間である。タイ

プBについて、ルートトレース要求時に管理情報

を収集すると時間がかかる可能性がある。

②データの僧頼性

コネクション設定時にDBに蓄積する方法では

DBの更新漏れ等が発生する可能性がある。した

がって、ルートトレース要求時に管理情報を収集

する方法がデータの倍額性は高いといえる。

③工取の実装負荷

コネクション設定時に⊃Bに蓄積する方法では

NMSにDBを準備しなければならないため実装

負荷が高い。

④タイプAとタイプBの情報の整合性

タイプA, Bの情報収集方式がそれぞれ別々の

タイミングで収集されると、データの不整合が生

じる可能性がある。

表4.2より、タイプ王=こついてルートトレース

要求時に管理情報を収集する時間が短い場合は

方式3が優れているが、それ以外では方式1,2の

ようにDB利用が有効なことがわかる。

4. 2　標準M旧をベースとしたM旧整合方式

4. 2. 1 RFC1695(AToMM旧)をベースと

したM旧整合

異枚種混在ATMネットワークにおいて、複数

のenterprise MIBを効率的に扱うために、収集し

たenterprise MIBの情報を一旦業界標準MBであ

るETFのRFC1695 (ATOM MIB) [2]の情報構造

に整合(マッピング)し、それからルートトレー

ス処理を行う方式を提案する(図4.1)　具体的

には、 ATOM MIBのatmVplTable/atmVpCross-

Connect!血le 、 atmVclTable/atmVcCrossConnect-

Table等の各エントリ項目への整合を行う。本方

式は、整合部のオーバヘッドはあるが、以下のよ

うな利点があり、拡張性に富む。

[利点1]ルートトレース処理を行う上位のプロ

グラムが扱う情報構造は唯一であり、 ATMスイ

ッチの機種(ペンダ)追加に対して変更が不要で

:Jl*

[利点2] ATMスイッチの機種追加の場合、追加

されるent叩riseMmとRFC1695の登合部のみプ

ログラム追加すればよい。

[利点3]今後、 RFC1695を実装したスイッチが

市場に増えると思われ、整合部の対応が不要とな

ふ_



4. 2. 2　M旧整合方式の評価

表4.3に、 MIB整合(マッピング)の具体例を

示すO　これは、 FORE社のATMスイッチ

(ASX-200) MIBと、 NTTのATMスイッチ

(MH恥A【3i) MmをRFC1695のAToMMEBに盤

合させたものであるD

(1)クロスコネクト情報のMB整合性

各スイッチについて、クロスコネクト情報を

MBから取得できることが判明した。特に、 Fore

社スイッチMIBとAToMMBについては、ほと

んどMrB構造が同一である。したがって、イン

スタンスインデックスを変換するだけで容易に

MB整合が可能である。

(2)物理トポロジ情報のDB化

pvcに関し、ASX-200.Mm-Aでは物理トポロ

ジ情報に相当するMIBがないことが判明した。

したがって、ルートトレースを実現するためには、

物理トポロジ情報を保持する構成DBを設計する

必要がある。

また、AToMMIBには物理トポロジ情報に相当

するatmlnte血ceMyNeighborIPAddress , atmlnterface-

MyNeighborlfNameという属性があるが、 nMIプ

ロトコルをサポートしているATMスイッチ以外

では、これらの債は自律的に変更されない。この

場合も物理トポロジDBを作成することは有効で

'3SM

(3)大規模スイッチのVC構成情報の欠如

大規模スイッチであるMHN-Aでは、コネクシ

ョン数が膨大であるため、ポートの全VC(Virtual

Channel)構成情報(VpI, VCI等)を検索するた

めのMⅢが定義されていない。したがって、コ

ネクション開始点を選択するために、 PVC一覧

を表示することができない。

5.おわりに

本稿では、異機種混在ATMネットワークでの

論理網構成管理方式に関し、収集契機を考慮した

MIB情報収集方式と拡張性の高いMIB登合方式・

を提案をした。今後は、 MSに本方式を実装し

評価を進める予定である。 I
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